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近年、国内におけるコミュニティサイクルへの機運が高まっており、各地で盛んに社会実験が行われ本

格的な運用もされている。新潟県新潟市では平成14年から有人型コミュニティサイクル「にいがたレンタ

サイクル」が展開されており、一般的なコミュニティサイクルのシステムとはやや異なる形態をとってい

る点が特徴的である。本研究では、にいがたレンタサイクルの利用者に対してアンケート調査を行い、ニ

ーズを把握することを目的として利用者の行動や意識の分析を行った。その結果、利用者の個人属性によ

り行動や意識に異なる傾向が見られ、異なるニーズに対するシステムの検討が重要であると考えられる。 
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1. はじめに 

 

近年、コミュニティサイクルと呼ばれる自転車共同利

用サービスがパリ、ロンドン等の欧州都市を中心に広が

りを見せており、国内においても、自動車依存からの脱

却や都市部における放置自転車の削減、公共交通の推進、

賑わいの創出を目的に多くの都市で社会実験が盛んに行

われ、札幌・横浜など一部地域では本格運用もされてい

る。 

コミュニティサイクルとは、一定の地域において多数

の駐輪施設（ステーションあるいはポートと呼ばれる）

を配置し、利用者はどのポートにおいても自転車を貸し

出し、返却ができるシステムである。 

新潟市では、古町・万代地区など一部の地区において、

すでに有人によるコミュニティサイクルとして「にいが

たレンタサイクル」が稼動している。パリや札幌等に実

装されているコミュニティサイクルは、自転車の貸出時

間をシビアに設定することで限られた自転車を多くの利

用者間でシェアする仕組みになっているが、都市規模が

異なる新潟市では、どこででも自転車の貸し借りが出来

るという点を除いて一般的なコミュニティサイクルとは

やや異なるシステムを採用している。本稿では、この

「にいがたレンタサイクル」利用者に対して行ったアン

ケート調査の結果を基に利用状況を整理し、利用者のニ

ーズを把握することを目的とする。 

 

 

2. にいがたレンタサイクルの概要 

 

(1) サービス内容 

新潟市内中心部の商業地区は信濃川により南北に分断

されている。そこで、両地区の連携・商店街の活性化・

回遊性の向上を目的として、2002年から4月社会実験が

行われ、2003年4月から本格運用されている。運営は商

店街振興組合と地元の有志から構成されるにいがたレン

タサイクル研究会が主体となって行われている。自転車

を貸し出すステーションは21箇所、自転車（放置自転車

を再利用）は約200台が稼働している。にいがたレンタ

サイクルを利用するには会員登録を行う必要がある。初

回利用時にステーション窓口で身分証明書を提出し会員

カードを作成する。借りた自転車はどのステーションに

返してもよい。料金は基本料金として3時間につき100円

を徴収され、自転車を借りる際に支払う。利用時間を超

過した場合は1時間につき100円を自転車返却時に支払う。 
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(2) 利用状況および他のCCSとの相違点 

会員数は累計約37,700人で年間利用回数は約20,000回で

ある。また、月別の利用回数は以下のグラフに示すよう

に夏季に利用が集中し冬季はその約半分程度となってい

る。また、パリのVerib等に代表されるCCSは人口の多い

都市で展開されており、それに起因する駐輪場不足の解

消や多くの利用者に対する利用機会の配分を意図して、

1回の利用は30分以内に制限するのが一般的である。ま

た、自転車貸出返却ステーションは無人型の施設を利用

し、道路にステーションを設置している。対してにいが

たレンタサイクルは貸出返却の手続きは有人によるもの

であり、ステーションは施設の中に組み込まれている。

また、自転車を駐車する場所も大都市と比較すると少な

くないため、1回の利用時間は3時間と長い。 

 

 

3. アンケート調査 

 

(1) 調査概要 

平成24年5月26日から6月8日の期間、全ステーション中 

最も利用が集中する石宮駐輪場ステーションにて利用

者にアンケート票を配布し、97サンプル回収した。 

(2) 調査項目 

a)個人属性 

年齢・性別・職業・住所・自動車免許の有無・自家用車

保有の有無・自転車保有の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)利用者の行動に関する項目 

ステーションまでの移動手段・目的地・利用時間・移動

時間・代替交通手段 

c)利用者の意識に関する項目 

利用目的・本サービスを知ったきっかけ・便利（不便）

だと感じる点・満足度・ステーションから目的地まで歩

ける距離・希望する施策 

 

(3) 調査結果 

a)個人属性 

回収サンプルの内男性は53%、女性は47%であった。 

年代は 10代が 6％、20代が 34％、30代が 19％、40代

が 18％、50代が 8％、60代が 12％、70代以上が 3％の

順であった。 

職業は「会社員」が 54％、「公務員」が 3％、「自営

業」が 7％、「パート・アルバイト」が 2％、「パ学

生」が 14％、「家事専業」が 7％、「無職」が 11％、

「その他」が 2%であった。 

居住地は、市内が 51％、県内（新潟市外）が 15％、

県外が 34％。市内利用者のうち中央区在住者が中央区 

外の在住者が 17％であった。 

b)利用者の行動に関する分析 

自転車の利用時間を分析した結果、1回の利用時間で

ある3時間以内に返却した利用者は73%、超過した利用

者は27%であった。 

次に、利用時間および移動時間と、利用者の居住地の

図-1 「にいがたレンタサイクル」ステーション配置 

約 2km 

約 2.6km 
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関係を図-2、図-3に示す.。中央区近辺に居住する利用者

は利用時間および移動時間は短く、新潟市外および県外

の利用者は利用時間・移動時間の両方とも比較的長時間

になる傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c)利用者の意向に関する分析 

利用目的は「買い物」が38％、「食事」が10％、「通

勤」が3％、「業務」が16％、「娯楽レジャー」が29％、

「その他」が3％となっており、私用での利用が多い。 

次に、1回の利用時間はどれくらいが良いかを尋ねた結

果を図-4に示す。区内在住者の多くは現状の3時間に多

くの回答が集まったが、市外・県外在住者からはより長

時間の貸出を希望する傾向があった。 

利用者に対し、本サービスに対し支払っても良い最高

金額（支払い意思額）を尋ねた結果を図 -5に示す。 

現在は3時間100円、つまり1時間あたり約33円で貸し出

しており、アンケートの結果も30円前後の料金に希望が

多く集まった。また、希望利用時間と同様に市外・県外

在住者は市内在住者より比較的高い料金の支払い意思を

示すことが分かった。 

次に、サービスレベルが向上した場合（ステーション

の増加、走行環境の改善、高性能な自転車の配備等）を

回答者に想定して頂き、その上で希望利用時間および支

払い意思額を尋ねた結果を図-6、図-7に示す。 

サービスレベルが向上したと想定した場合、区内在住者

に関しては支払い意思額に大きな変化は見られなかった

が、現状の料金（約33円/時間）より安い料金を希望し

た回答者の希望利用料金は上昇し、特に県外在住者の支

払い意思額は大きく上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 レンタル時間 

図-3 移動時間 

図-4希望利用時間 

図-5支払い意思額 

図-6希望利用時間（サービスレベル向上後） 

図-7 支払い意思額（サービスレベル向上後） 
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4. おわりに 

本研究では、新潟市において稼働している有人型コミ

ュニティサイクルである「にいがたレンタサイクル」の

利用者に対してアンケート調査を行い、利用者特性の分

析を行なった。その結果、居住地の違いにより利用時間

や移動時間、料金の支払い意思額に異なる傾向が見られ

た。また、ある種の施策が実施されサービスレベルが向

上した場合、より高い料金を支払う可能性があることを

明らかにした。 

本研究で実施したアンケート調査において回収したサ

ンプルでは、半数近くが新潟市外からの来訪者であり、

異なったニーズに対応したサービスの枠組みを検討する

ことが重要だと考えられる。 

また、今回の調査では回収できたサンプル数が少ない

ため、今後同様の調査を行い多くのサンプルを確保する 

必要がある。 
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